
まちの人口（平成２３年２月１日現在）【住民基本台帳登録人口＋外国人登録者数】

総人口 18,551 人（△ 26）　男 9,002 人（△ 10）　女 9,549 人（△ 16）　世帯数 6,944 世帯（△ 16）　※（　）内は前月比
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南会津やまなみ“泊”覧会　開催中 !!
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県中体連スキー大会のクロスカントリー女子リレーにおいて、

伊南中学校が悲願の初優勝を果たしました。リレーで南会津勢

が優勝したのは、男女を通して初。右から１走馬場怜菜さん (３

年 )、２走馬場美菜子さん (１年）、３走菅家亜紀さん (１年 )

伊南中学校

悲願の初優勝
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南会津町 環境年次報告（Ｈ21）

暮 ら し の 環 境

④ごみのデータ
　平成21年度の１年間に7,156ｔのごみが出ました。
これは町民１人当たりにすると、全ての人が毎日１㎏
以上のごみを出したことになります。計画では、１人
当たり850ｇまでの減量化を目指しています。
　右のグラフ１は、町民１人当たりの１日のごみの量
と、集められたごみの内、資源ごみのように再資源化
された割合（リサイクル率）をグラフ化したものです。
燃えないごみや粗大ごみの鉄やアルミなども再資源化
されていますので燃えるごみの割合がいかに高いかが
わかります。リサイクル率は、細やかなごみの分別に

より向上します。
《参考・福島県の平均値（Ｈ20）：

　　　人日ごみ量１，０３６ｇ リサイクル率１５．５％》

①河川水質
　町内河川の主要ポイントで例年水質調査
を実施しています。表１の数値は４地域で
平成21年度に３回実施した結果を単純平
均したものです。
　環境基準値と比べ大腸菌群数の高い数値
が観測されています。今後も継続して調査
を実施していきます。

表１．河川水質調査結果

表２．ダイオキシン類測定結果

■ＰＨ（水素イオン指数）
物質の酸性，アルカリ性の度合いを示す数値のこと。PH＝7

の場合は中性と呼ばれ，PH値が小さくなればなるほど酸性が

強いとされ，逆にPH値が大きくなればなるほどアルカリ性が

高いことを意味します。

■ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
河川水や工場排水中の汚染物質（有機物）が微生物によって

無機化あるいはガス化されるときに必要とされる酸素量のこ

と。この数値が大きくなれば，水質が汚濁していることを意

味します。 

■ＳＳ（浮遊物質量）
水中に浮遊している物質の量のこと。数値（mg/l）が大きい程，

その水の濁りが多いことを示します。

■ＤＯ（溶存酸素）
水中に溶けている酸素量のこと。汚染度の高い水中では，消

費される酸素の量が多いので溶存酸素量は少なくなります。

きれいな水ほど酸素は多く含まれ，水温が急激に上昇したり，

藻類が著しく繁殖するときには過飽和となります。 

②地下水水質
　調査ポイントを移動しながら、毎年地下
水を調査しています（町内１ka所）。
　平成21年度は、南郷地域界地区で井戸
水の水質分析実施を実施し、その結果、鉛
やひ素をはじめとする汚染物質（カドミウ
ム、全シアン、鉛、六価クロム、ひ素、総
水銀）等は検出されませんでした。

③大気・土壌（ダイオキシン類測定）
　ダイオキシンによる環境汚染の問題がク
ローズアップされ、原因として燃焼排ガス
があることから、衛生組合の焼却炉では厳
しい基準で排ガス等を日々監視しています。
　ごみ焼却施設とは別に調査した結果は、
右の表２のとおりでした。大気、河川水、
土壌ともにそれぞれ環境基準を達成してい
ます。

位　　置 結　　果 基準値
大気（田島地域） 0.0075pg-TEQ/㎥ 0.6pg-TEQ/㎥以下

河川水（田島橋） 0.0068pg-TEQ/l 1pg-TEQ/g以下

土壌（南郷地域） 18.60pg-TEQ/g 1,000pg-TEQ/g以下

阿 賀 川
長 野 橋

舘 岩 川
松 戸 原

伊 南 川
青 柳 橋

伊 南 川
和泉田橋

基 準 値

ＰＨ 7.2 7.4 7.4 7.7 6.5～8.5

ＢＯＤ（mg/l） 0.5 0.5未満 0.5未満 0.5未満 2.0以下

Ｓ Ｓ（mg/l） 1.0 1.0未満 1.0 1.0未満 25以下

Ｄ Ｏ（mg/l） 9.7 10.4 10.0 10.0 7.5以上

大 腸 菌 群 数 3,600 940 690 3,100 1,000以下

1,122g
1,037g

850g

　町では平成20年度に「南会津町環境基本計画」を策定

しました。計画は平成29年度までの10ヵ年計画とし、環

境に関する数値を環境指標として皆さんに逐次公表するこ

とを定めています。

　今回は平成21年度の実績として、主に自然環境・生活

環境に関連するデータを公表します。

自 然 環 境

グラフ１．　　　　　　　

　町民の人日ごみ排出量・リサイクル率の推移

H19 H21

町民１人１日
当たりの

ごみ排出量
（g）

ごみの
リサイクル率
（％）

H29

12.2％
13.5％

35％
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南会津町 環境年次報告（Ｈ21）
町の環境現状を公表します

社 会 的 環 境

町 内 の 環 境

⑤汚水処理

⑥南会津町の森林

⑨太陽光発電補助件数

⑩新エネルギー利用設備数（累計）

《より良い環境のために》

⑦公害苦情件数

⑧環境関連情報の掲載回数（町広報紙）

　各家庭や事業所からの生活排水は、河川や用水
路などの汚濁の原因になっています。公共用水域
の水質改善のためには、排水を下水道や合併浄化
槽で処理することが必要です。
　当町は河川の上流域に位置することから、水質
保全に向けた更なる対応が求められています。

・森林面積：80,943ha（総面積の91.3％）

　※H29は、現状維持を目指します
　町には総面積の９割を超える広大な森林があり
ます。森林は日々の私達の生活に大きな恩恵を与
えています。
　近年、手入れされない森林が問題視されており、
里山を含めた“もり”との関わり方が問われていま
す。森林の役割や安全な入山方法を指導される“も
りの案内人”認定者が町には９名おりますが、環
境学習や山村地域の活性化を含め、認定者数も増
えていくことが望まれます。

　町では、住宅用太陽光発電施設を設置する家
庭に補助を実施しています。平成21年度末まで
に31世帯で太陽光パネルが設置されています。

　町内の施設２ヵ所で雪氷冷熱を利用してい
ます（舘岩・南郷地域）。今後は、他の公共
施設などでも、太陽光・木質バイオマス等の
導入を検討していきます。

　わが国では高度経済成長期に、大気や土壌、

水質といった大都市近郊の環境悪化が大きな

問題として取り上げられてきました。

　都市河川の汚濁や光化学スモッグなどの問

題は、1970年代以降の法規制などにより改

善されてきていますが、近年は“温暖化防止”

に象徴される地球規模での環境対策が重要視

されてきています。

　美しい自然を将来へ引き継ぐために、私た

ち一人ひとりの今の行動を考えていくことが

必要です。

　町に寄せられた、水質汚濁・騒音・悪臭等の苦
情件数です。
　昨今は不法投棄に関連する苦情が増えていま
す。

　広報紙などを活用し、今後も情報を発信してい
きます。

年 度 苦情件数 掲載回数
H 1 9 8件 2回

H 2 1 3 件 3回

H 2 9 低減を目指す 6回

グラフ３．

　もりの案内人認定者数の推移

7人
9人

12人

H19 H21

もりの
案内人

認定者数
（人）

H29

グラフ２．

　汚水処理人口・普及率の推移

12,087人 12,188人
13,423人

H19 H21

汚水処理
人口

（人）

汚水処理
人口普及率
（％）

H29

62.6％
65.3％

77.5％

表３．苦情件数と広報掲載回数の推移

グラフ４．

　太陽光発電補助件数・新エネ

　ルギー利用設備数の推移

13件

31件

50件

H19 H21

太陽光発電
補助件数
（件）

新エネルギー
利用設備数
（施設）

H29

2施設2施設

10施設

このページに関するお問い合わせは

　本庁　　 環境水道課　62-6140

　舘岩総合支所 振興課　78-3330

　伊南総合支所 振興課　76-7717

　南郷総合支所 振興課　72-2113
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つ
け
た
平
野
亨
さ
ん
（
南
郷
中
３

年
）
が
、
２
本
目
で
見
事
に
逆
転

し
、
念
願
の
タ
イ
ト
ル
を
手
に
し

ま
し
た
。

　

上
位
の
成
績
を
収
め
た
選
手

は
、県
の
代
表
と
し
て
東
北
大
会
、

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

１
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
猪
苗

代
町
で
開
催
さ
れ
た
「
第
53
回
福

島
県
中
体
連
ス
キ
ー
大
会
」
に
お

い
て
、
南
会
津
町
の
中
学
生
が
す

ば
ら
し
い
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　

距
離
競
技
で
は
、
大
会
初
日
に

行
わ
れ
た
女
子
フ
リ
ー
で
、
角
育

美
さ
ん
（
南
郷
中
３
年
）
が
大
会

史
上
初
の
３
連
覇
を
達
成
。
翌
日

に
行
わ
れ
た
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
で

も
優
勝
し
、
見
事
2
冠
に
輝
き
ま

し
た
。

　

最
終
日
の
女
子
リ
レ
ー
で
は
、

伊
南
中
が
悲
願
の
初
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
同
種
目
で
猪
苗
代
町

以
外
の
中
学
校
が
優
勝
し
た
の
は

奥
川
中
（
西
会
津
町
）
以
来
、
実

に
30
年
ぶ
り
２
校
目
で
、
リ
レ
ー

競
技
で
の
南
会
津
勢
の
優
勝
は
、

男
女
を
通
じ
て
初
め
て
の
こ
と
で

す
。

　

ま
た
、
男
子
フ
リ
ー
で
は
馬
場

貴
大
さ
ん
（
伊
南
中
３
年
）
が
初

タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
、
勢
い
に
乗

っ
て
翌
日
の
ク
ラ
シ
カ
ル
で
も
す

ば
ら
し
い
滑
り
を
見
せ
ま
し
た

が
、
わ
ず
か
５
秒
及
ば
ず
、
準
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
で
は
、

男
子
大
回
転
で
、
１
本
目
２
位
に

県
中
体
連

ス
キ
ー
大
会

女
子
距
離

フ

リ

ー

大
会
史
上
初
の

　
優
勝
者
の
声
で
す ３

連
覇
達
成

(南郷中)

角
さ
ん

各種スキー大会で

南会津町の選手が 大活躍

1

1

２

３

女子フリーで３連覇を達成した角さん

男子フリー初優勝の馬場さん

男子大回転初優勝の平野さん

　　　　　　　　　（福島民報社提供）

角	

育
美
さ
ん

　

う
れ
し
い
で
す
。
家
族
や
チ
ー

ム
メ
ー
ト
の
応
援
が
力
に
な
り
ま

し
た
。
全
国
大
会
で
は
２
種
目
と

も
入
賞
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り

ま
す
。

伊
南
中
女
子
リ
レ
ー

馬
場
怜
菜
さ
ん
（
３
年
・
１
走
）

　

育
美
さ
ん
に
つ
い
て
い
く
こ
と

だ
け
を
考
え
て
滑
り
ま
し
た
。
優

勝
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。

馬
場
美
菜
子
さ
ん
（
１
年
・
２
走
）	

　

後
ろ
に
早
い
選
手
が
い
た
の
で

と
に
か
く
逃
げ
よ
う
と
必
死
で
滑

り
ま
し
た
。
１
番
で
帰
っ
て
こ
れ

て
よ
か
っ
た
で
す
。

菅
家
亜
紀
さ
ん
（
１
年
・
３
走
）

　

自
分
な
り
に
い
い
滑
り
が
で
き

ま
し
た
。
来
年
も
連
覇
で
き
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

馬
場
貴
大
さ
ん

　

満
足
の
い
く
滑
り
で
は
な
か
っ

た
が
、
優
勝
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。
全
国
大
会
ま
で
に
修
正
し
て

上
位
を
目
指
し
ま
す
。

平
野	

亨
さ
ん

　

優
勝
は
で
き
た
が
、
練
習
の
滑

り
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
国

大
会
で
は
あ
ま
り
気
負
わ
ず
、
周

り
に
圧
倒
さ
れ
ず
に
自
分
の
滑
り

を
し
た
い
で
す
。

※
大
会
結
果
一
覧
表
は
６
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

２

３
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「
第
56
回
福
島
県
高
体
連
ス

キ
ー
大
会
」
は
１
月
13
日
か
ら

15
日
ま
で
の
３
日
間
、
だ
い
く

ら
ス
キ
ー
場（
ア
ル
ペ
ン
競
技
）

と
桧
枝
岐
村
（
距
離
競
技
）
で

開
催
さ
れ
、
南
会
津
町
の
高
校

生
ら
が
す
ば
ら
し
い
活
躍
を
見

せ
ま
し
た
。

　

ア
ル
ペ
ン
競
技
で
は
、
大
山

瑠
さ
ん
（
猪
苗
代
高
・
舘
岩
中

卒
）
が
す
ば
ら
し
い
滑
り
で
、

男
子
の
大
回
転
と
回
転
の
２
種

目
を
制
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
子
大
回
転
は
中
丸

茉
祐
さ
ん
（
南
会
津
高
）
が
見

事
に
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
男
子
大
回
転
で

は
、
大
山
さ
ん
の
舘
岩
中
の
同

級
生
で
中
学
時
代
か
ら
よ
き
ラ

　

１
月
20
日
か
ら
競
技
が
始
ま
っ

た
「
第
63
回
福
島
県
総
合
体
育
大

会
ス
キ
ー
競
技
会
」
で
も
、
南
会

津
町
の
選
手
の
活
躍
が
光
り
ま
し

た
。

　

ア
ル
ペ
ン
競
技
で
は
、
成
年
男

子
Ａ
大
回
転
で
田
村 

仁
さ
ん
（
田

島
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
・
大
町
）
が
、

大
学
生
ら
強
豪
を
抑
え
て
、
見
事

に
初
出
場
、
初
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

成
年
男
子
Ｃ
大
回
転
で
は
、
湯

田
賢
史
さ
ん
（
町
役
場
・
上
中
町
）

が
、
念
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

他
に
も
た
く
さ
ん
の
方
が
入
賞
し

ま
し
た
。
上
位
入
賞
者
は
、
秋
田

県
で
開
催
さ
れ
る
「
あ
き
た
鹿
角

国
体
」
に
出
場
し
ま
す
。

イ
バ
ル
と
し
て
競
い
合
っ
て
き

た
、
菊
地
拓
也
さ
ん
（
若
松
商

業
高
・
舘
岩
中
卒
）
が
２
位
、

小
野
耕
陽
さ
ん
（
南
会
津
高
）

が
５
位
に
入
り
ま
し
た
。

　

男
子
回
転
で
は
、
小
野
耕
陽

さ
ん
（
南
会
津
高
）
が
４
位
と

な
り
ま
し
た
。

　

女
子
回
転
は
、
大
回
転
で
優

勝
し
た
中
丸
さ
ん
が
２
位
に
入

り
ま
し
た
。　
　

　

一
方
、
距
離
競
技
で
は
、
男

子
の
五
十
嵐
祐
二
郎
さ
ん
（
南

会
津
高
）
が
フ
リ
ー
、
ク
ラ
シ

カ
ル
と
も
に
４
位
に
入
り
ま
し

た
。

　

上
位
の
選
手
は
県
の
代
表
と

し
て
、
東
北
大
会
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
（
全
国
大
会
）
に
出
場
し

ま
す
。

　

湯
田
さ
ん
は
田
村
さ
ん
を
ず
っ

と
指
導
し
て
お
り
、
師
弟
そ
ろ
っ

て
の
優
勝
に
、
喜
び
も
２
倍
の
よ

う
で
し
た
。

　

少
年
男
子
大
回
転
は
大
山
瑠
さ

ん
（
猪
苗
代
高
・
舘
岩
中
卒
）
が

優
勝
し
、
県
高
体
連
と
合
わ
せ
て

３
冠
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

距
離
競
技
で
は
、
ク
ラ
シ
カ
ル

成
年
男
子
Ａ
10
キ
ロ
を
制
し
た
馬

場
亮
太
さ
ん（
中
京
大
・
青
柳
）が
、

男
子
フ
リ
ー
10
キ
ロ
を
２
年
連
続

で
制
し
、２
冠
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

女
子
は
、
成
年
女
子
Ａ
５
キ
ロ

で
初
優
勝
を
果
た
し
た
酒
井
亜
樹

さ
ん
（
東
海
大
・
上
山
口
）
が
、

女
子
フ
リ
ー
５
キ
ロ
も
初
制
覇

し
、
２
冠
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
女
子
フ
リ
ー
で
は
、
中
学

生
の
角
育
美
さ
ん（
南
郷
中
３
年
）

が
、
高
校
生
や
大
学
生
、
社
会
人

の
先
輩
を
抑
え
て
、
見
事
２
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

田
村
さ
ん

湯
田
さ
ん

男子アルペン

師
弟
そ
ろ
っ
て

初
優
勝

２冠達成大山さん

県
高
体
連

ス
キ
ー
大
会

県

総

体

ス
キ
ー
大
会

猪苗代高

（舘岩中卒）

男子大回転で初優勝した大山さん
（福島民友新聞社提供）

大回転成年男子Ａで初優勝した田村さん
（福島民報社提供）

女子大回転を制した中丸さん
（福島民友新聞社提供）
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第53回県中体連スキー大会結果一覧表（全国大会出場者）

町長室を訪れ全国大会出場報告

全国大会出場の報告に訪れた選手たち

　

１
月
25
日
、
全
国
大
会
に
出
場
す

る
16
名
の
中
学
生
（
２
名
欠
席
）
が
、

渡
部
正
弘
伊
南
中
校
長
ら
と
と
も
に

町
長
室
を
訪
れ
、
大
宅
町
長
や
五
十

嵐
教
育
長
ら
に
、
一
人
ひ
と
り
自
分

の
言
葉
で
全
国
大
会
へ
向
け
て
の
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

大
宅
町
長
は
、「
体
調
管
理
を
し
っ

か
り
し
て
大
会
に
臨
み
、
大
会
で
は

自
分
を
信
じ
て
精
一
杯
が
ん
ば
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

競 技 種 目 順 位 氏 名 学校名 学 年

クロスカントリー

男子フリー
（５ｋｍ）

優勝 馬 場 貴 大 伊南中 ３

８位 猪 股 大 樹 田島中 ３

14位 湯 田 海 斗 田島中 ３

男子クラシカル
（５ｋｍ）

２位 馬 場 貴 大 伊南中 ３

８位 渡 部 　 颯 田島中 ２

女子フリー
（３ｋｍ）

優勝 角 　 育 美 南郷中 ３

３位 馬 場 怜 菜 伊南中 ３

４位 菅 家 亜 紀 伊南中 １

５位 馬場美菜子 伊南中 １

６位 渡部満里奈 田島中 ３

女子クラシカル
（３ｋｍ）

優勝 角 　 育 美 南郷中 ３

３位 菅 家 亜 紀 伊南中 １

４位 馬 場 怜 菜 伊南中 ３

５位 馬場美菜子 伊南中 １

女子リレー 優勝 伊南中学校

ア ル ペ ン

男子回転

５位 土 橋 銀 平 南郷中 ２

６位 鈴 木 晴 貴 伊南中 ３

９位 五十嵐達徳 田島中 ３

12位 菊 地 大 樹 舘岩中 ２

13位 平 野 　 亨 南郷中 ３

15位 阿久津弦太 舘岩中 ３

男子大回転

優勝 平 野 　 亨 南郷中 ３

５位 鈴 木 晴 貴 伊南中 ３

９位 五十嵐達徳 田島中 ３

10位 菊 地 大 樹 舘岩中 ２

12位 土 橋 銀 平 南郷中 ２

14位 星 　 悠 磨 荒海中 ３

女子回転 10位 目 黒 綾 菜 南郷中 １

女子大回転
５位 中 丸 菜 緒 南郷中 ２

９位 目 黒 綾 菜 南郷中 １
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五
十
嵐
マ
ツ
ヨ
さ
ん

　
　
　
　
　

百
歳
賀
寿

平
成
二
十
三
年

町
民
新
年
交
歓
会

会津田島祇園祭の始まり ～御
お と う や

党屋御
お せ ん ど ま い

千度参り～
　その年の御党屋が、祇園祭行事として最初に行うのが、
１月１５日に行われる「御党屋御千度参り」です。
　御千度参りは、祇園祭の無事を祈願し、祭りを受け持
つ御党屋組が身を清める儀式です。
　黒の紋付羽織に白ももひき、白足袋にわらじ履き姿の
男性が、御党屋本から田出宇賀・熊野の両神社まで歩き、
神社に着くと手水舎で手や口を清め、拝殿まで境内を何
度も往復して神前に手を合わせます。これを宮司が姿を
現すまで繰り返します。
　御千度参りが終わると、社務所で「直

なおらい

会」が開かれ、
祇園祭の成功を祈ります。

神社入り口の

手水舎で、手

や口を清める

拝殿まで境内

を何度も往復

し、神前に手

を合わせる

宮司が大杯を

飲み干すのを

皮切りに、直

会名物の「大

杯回し」が始

まる
雪の降る中神社を目指す御党屋組

　

20
日
に
百
歳
と
な
っ
た
五

十
嵐
マ
ツ
ヨ
さ
ん（
和
泉
田
）

へ
の
賀
寿
贈
呈
式
が
、
１
月

23
日
に
自
宅
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

小
野
保
順
南
会
津
保
健
福

祉
事
務
所
長
か
ら
賀
寿
状
と

記
念
品
の
木
杯
の
伝
達
が
行

わ
れ
た
後
、
大
宅
町
長
が
賀

寿
状
と
祝
い
金
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

五
十
嵐
さ
ん
に
よ
る
と
、

長
寿
の
秘
訣
は
、「
好
き
嫌

い
な
く
し
っ
か
り
食
事
を
と

る
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。

　

町
民
新
年
交
歓
会

が
、
１
月
４
日
と
５
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
日
は
田
島
地
域
の

交
歓
会
が
梅
寿
館
で
行

わ
れ
、
約
１
５
０
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
参

加
者
全
員
で
町
民
憲
章

を
唱
和
し
ま
し
た
。

　

大
宅
町
長
と
渡
部
文

一
町
商
工
会
長
の
あ
い

さ
つ
、
来
賓
の
方
々
か

ら
の
祝
辞
に
続
い
て
、

細
井
信
浩
町
商
工
会
青

年
部
長
の
音
頭
で
乾
杯

し
、
祝
宴
に
入
り
ま
し

た
。

　

出
席
者
は
互
い
に
親

睦
を
深
め
合
い
な
が

ら
、
年
頭
に
あ
た
っ
て

の
抱
負
な
ど
を
語
り
合

っ
て
い
ま
し
た
。

　

５
日
に
は
西
部
地
域

の
交
歓
会
が
伊
南
会
館

で
行
わ
れ
、
舘
岩
・
伊

南
・
南
郷
地
域
の
町
民

約
１
４
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

大
宅
町
長
の
あ
い
さ

つ
、
来
賓
祝
辞
の
後
、

林
敏
男
伊
南
地
域
協
議

会
会
長
の
音
頭
で
乾
杯

田島地域の様子西部地域の様子

し
、
祝
宴
に
入
り
ま
し

た
。

　

出
席
者
は
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
歓
談
し

な
が
ら
親
睦
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

大宅町長から

賀寿状を受け

取る五十嵐さ

ん（中央）
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08書き上げた作品を鑑賞しながら新年会

東北農政局長賞を受賞された齋藤さん(右)

花き品評会で「東北農政局長賞」受賞

　■１月８日

　田島書道協会は、恒例の「新春書き初め」を梅寿館で行い、
会員が思い思いに筆を走らせました。
　書きあがった作品は、みんなで鑑賞した後、互いに交換し
て今年１年の健筆を誓い合いました。
　同協会は、年４回講習会を開催して、会員の資質向上を目
指すとともに、若手の育成と書道の普及に努めています。
　現在、会員を募集中ですので、興味のある方はご連絡くだ
さい。
　　【会　長】星 好郎（翠光）
　　【連絡先】渡部進一郎（桂風）　TEL0241-66-2530

　■１月２８日

　齋藤 明さん（界）が、第37回福島県花き品評会において、
東北農政局長賞を受賞され、このほど、県農業総合センター
で表彰式が行われました。
　この品評会は、県内の花き生産者の生産技術の向上を目的
に開催されるもので、品質の優れた切り花135点が出品され
た中での受賞となりました。
　齋藤さんは、リンドウの栽培とともに、新しい品種の育成
にも取り組まれており、今回受賞した品種もご自身で育成さ
れたリンドウ「かせん」で、鮮やかな紫色の花色や、揃った
開花とバランスのとれた草姿などが高く評価されました。

県指定重要無形民俗文化財「早乙女踊り」

田島書道協会「新春書き初め」

　■１月８日、１５日

　１月８日に和泉田上町・上平集落で、１月１５日に界・虻
の宮集落で、早乙女踊りが行われました。集落内の班長宅や
旧年中祝い事があったお宅、宿などを廻り、五穀豊穣と家内
安全を祈願しました。
　早乙女姿の踊り子が謡手にあわせて踊り、中盤、ひょっと
こが鍬を手に田を耕し、稲を植え、稲を刈り・・・、と米作
りの一連の作業をユーモラスに表現しました。はけごから種
籾に見立てたお菓子をまく場面もありました。演者は集落の
中学・高校生が、謡手は子どもから大人までみんなで務めま
した。

元気に団子さし

　■１月１３日

　ひかり保育所で、保護者らも参加し、団子さしが行われま
した。
　子どもたちがそれぞれ団子をまるめた後、ミズキの枝にさ
し、「ことしもお米や野菜がたくさん取れますように」「家族
みんなが健康でありますように」と祈りました。
　枝にさしきれない団子は、子どもたちがお父さんやお母さ
ん、おじいちゃん、おばあちゃんらといっしょに食べ、楽し
い団子さしに満足していました。 ミズキの枝に団子を刺す子どもたち

和泉田上町 ･ 上平集落の「早乙女踊り」
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日韓ジュニアリーダー交流

　■１月６日～１０日

　１月６日から４泊５日の日程で、韓国ソウル市の新盤浦中
の生徒や先生ら30人が南会津町を訪れ、スキーやホームス
テイなどを楽しみました。ソウルは雪がほとんど降らないた
め、みんな雪に驚き、感動していました。
　今回の受入れは、一昨年、町の小中学生が韓国を訪れたこ
とを受け、「日韓ジュニアリーダー交流」として実施しました。
　６日の歓迎式では、田島太鼓クラブ龍己会の見事な太鼓演
奏が披露された後、龍己会の指導者や子どもたちに教えても
らいながら、新盤浦中の生徒さんが和太鼓に挑戦しました。
　９日には町の中学生との意見交換会が行われ、南会津町の
感想を交え、生活様式や学校生活などについて意見を交わし
ました。

舘岩支団 伊南支団 南郷支団

田島支団

基本的な打ち方を習い和太鼓に挑戦

ホームステイ先で和やかに食卓を囲む

南郷スキー場でスキーを体験歓迎式後の集合写真

消防出初式

　■１月９日

　南会津町消防団の出初式が、４地域それぞれで行われ、消防団
員が防火の誓いを新たにしました。
　田島地域では、消防団員や婦人消防隊など関係者約100名が参
加しました。役場前で団長の訓示などが行われた後、ラッパ隊を
先頭に田出宇賀神社・熊野神社まで行進し、神社で無火災を祈願
しました。
　その後、ポンプ車で田島地域内を回り、火災予防を呼びかけま
した。
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℡

い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協
議
会
」
で
は
、

地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
な
ど
を
積
極
的
に

実
践
す
る
団
体
を
支
援
す
る
た
め
、
ソ
フ
ト

事
業
を
対
象
と
し
た
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
平
成
23
年
２
月
21
日
（
月
）
～
３
月
14
日

　
（
月
）

■
補
助
金
額

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
（
限
度

　

額
70
万
円
）

■
対
象
事
業
（
ソ
フ
ト
事
業
）

　

・
広
域
的
な
波
及
効
果
が
あ
る
事
業

　

・
地
域
の
特
色
・
特
徴
を
活
か
し
た
事
業

　

・
地
域
間
交
流
に
つ
な
が
る
事
業　

な
ど

■
申
請
方
法

　

あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協
議
会
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
左
記
申

　

請
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　http://w
w

w
.aizu-furusato.com

/

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
【
申
請
書
・
届
出
用
紙
】

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
窓
口

　
本
庁
総
合
政
策
課
地
域
振
興
係 

■
結
果
通
知

　
平
成
23
年
５
月
下
旬
予
定

　

本
庁
総
合
政
策
課
地
域
振
興
係　

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
４
０　

　

あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協
議
会
事
務

　

局　

　

０
２
４
２
（
２
４
）
６
３
１
２

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試

験
事
務
室
で
は
、
平
成
23
年
度
の
「
東
北
地

区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試
験
」
の
実

施
に
先
立
ち
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

福
島
会
場
の
セ
ミ
ナ
ー
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

　

平
成
23
年
２
月
28
日
（
月
）

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時
40
分

　

福
島
大
学　

Ｌ
講
義
棟 

Ｌ
４
教
室

　

平
成
23
年
度
試
験
の
受
験
資
格
が
あ
る
方

■
受
験
資
格

　
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

　

参
加
に
あ
た
っ
て
は
、
プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー

　

後
、
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
事
前
予
約
が
必

　

要
で
す
。

※
プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.bureau.tohoku.ac.jp/

　shiken/

　
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試

　

験
事
務
室

　

０
２
２
（
２
１
７
）
５
６
７
６

　

会
津
大
学
短
期
大
学
部
で
は
、
左
記
の
と

お
り
平
成
23
年
度
の
科
目
等
履
修
生
及
び
研

究
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
履
修
又
は
研
究
内
容

　
産
業
情
報
（
経
営･

デ
ザ
イ
ン
）、
食
物
栄

※
南
会
津
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ

　

ー
ド
で
き
ま
す
。

　http://w
w

w
.m

inam
iaizu.org/

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
【
申
請
書
・
届
出
用
紙
】

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
の
方
法

　

Ａ
４
版
フ
ァ
イ
ル
（
色
指
定
な
し
）
綴
り

　

と
し
ま
す
。

①
背
表
紙
・
表
紙
に
申
請
業
種
と
申
請
者
名

　

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
申
請
業
種
の
該
当
受
付
簿
及
び
提
出
書
類

　

を
番
号
順
に
綴
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間

　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月

　

31
日
ま
で
の　

２
カ
年
間

　

本
庁 

総
務
課 

管
財
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
０
０

　
（
内
線 

１
０
４
又
は
１
０
５
）

　　

全
会
津
17
市
町
村
で
構
成
し
て
い
る
「
あ

　

町
で
は
、
平
成
23
・
24
年
度
の
建
設
工
事
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
製
造
、
物
品
購
入
（
修

繕
）、
役
務
の
入
札
参
加
資
格
の
審
査
申
請

の
受
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

入
札
参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
申

請
書
を
提
出
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
申
請
書
の
受
付
窓
口

　
本
庁 

総
務
課 

管
財
係

■
申
請
書
の
受
付
期
限

　
２
月
28
日
（
月
）
ま
で

　

※
当
日
消
印
有
効

■
申
請
書
の
受
付
方
法

　

持
参
・
郵
送
い
ず
れ
も
可
。

※
郵
送
の
場
合
で
受
付
確
認
を
必
要
と
さ
れ

　

る
方
は
、
は
が
き
又
は
返
信
用
封
筒
に
切

　

手
を
貼
り
申
請
書
に
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書
等
の
用
紙
・
様
式

　
「
南
会
津
町
様
式
」
又
は
「
福
島
県
様
式
」

対 日

ア

ア

ア 申 場

℡

℡℡

℡

問問

問

問 東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

　
　

就
職
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
度 

地
域
づ
く
り
応
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
度
科
目
等
履
修
生

　
　

及
び
研
究
生
募
集
の
お
知
ら
せ

平
成
23
・
24
年
度 

入
札
参
加
資
格

　
　
　
　

審
査
申
請
受
付
の
お
知
ら
せ
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内
閣
府
北
方
対
策
本
部
企
画
係 

田
原
太
郎

　

０
３
（
３
５
８
１
）
２
１
０
３

　

taro.taw
ara@

cao.go.jp

　

南
会
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
を
解
決

す
る
た
め
、
あ
ん
し
ん
相
談
所
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
相
談
事
業
は
、
弁
護
士
の
方
が
個

別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

相
談
内
容
は
、
土
地
、
建
物
、
金
銭
の
貸

し
借
り
、
交
通
事
故
な
ど
の
民
事
上
の
問
題

や
離
婚
・
離
縁
・
親
子
関
係
・
扶
養
・
相
続

等
多
岐
に
わ
た
っ
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
係
争
中
又
は
調
停
中
の
相
談

は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

平
成
23
年
２
月
25
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

南
会
津
町
福
祉
ホ
ー
ル　

　

平
成
23
年
２
月
14
日
（
月
）
か
ら
受
付
し

　

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
南
会
津
町

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

　

先
着
８
名（
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

南
会
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　

０
２
４
１
（
６
２
）
４
１
６
９

■
応
募
方
法

　
「
は
が
き
」
ま
た
は
「
電
子
メ
ー
ル
」
に
、

　

次
の
①
～
⑨
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。
①
氏
名
（
漢
字
、ふ
り
が
な
）、②
年
齢
、

③
性
別
、
④
郵
便
番
号
、
⑤
住
所
、
⑥
電
話

番
号
、
⑦
職
業
、
⑧
応
募
名
称
、
⑨
名
称
に

つ
い
て
の
説
明
（
１
０
０
字
程
度
）

※
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
は
無
効
。

※
１
回
の
応
募
に
つ
き
1
名
称
と
し
、
複
数

　

回
の
応
募
可
。

■
応
募
先

〒
１
１
０
―
０
０
１
４

　

東
京
都
台
東
区
北
上
野
1
─
9
─
12

　

住
友
不
動
産
上
野
ビ
ル
9
階

　

独
立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会

　

船
名
公
募
係　

宛

　

ship@
tk.hoppou.go.jp

■
結
果
発
表

　
平
成
23
年
5
月
上
旬
予
定

■
表
彰

　

表
彰
状
、
ギ
フ
ト
商
品
券
（
5
万
円
分
）

※
2
人
以
上
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
名
称
が
採

　

用
さ
れ
た
場
合
、
表
彰
状
は
採
用
名
称
を

　

応
募
さ
れ
た
す
べ
て
の
方
に
、
ギ
フ
ト
商

　

品
券
は
委
員
会
に
よ
る
抽
選
に
て
1
名
の

　

方
に
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

■
そ
の
他

※
今
回
の
応
募
で
得
た
個
人
情
報
は
、
入
選

　

作
品
の
選
考
と
発
表
、
入
選
者
へ
の
連
絡

　

等
を
目
的
に
利
用
す
る
と
と
も
に
、
安
全

　

に
管
理
し
ま
す
。

※
採
用
名
称
に
係
る
す
べ
て
の
権
利
は
当
協

　

会
に
属
し
ま
す
。

　

ま
た
、
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、

保
健
師
が
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
朝
に
な
る
と
お
腹
が
痛
く

な
る
、
学
校
や
職
場
に
行
け
な
い
、
部
屋
に

引
き
こ
も
り
が
ち
だ
…
な
ど
の
悩
み
を
持
っ

て
い
る
方
や
そ
の
家
族
の
方
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　

内
閣
府
北
方
対
策
本
部
で
は
、
国
民
の
皆

さ
ま
に
北
方
領
土
問
題
を
よ
り
身
近
な
も
の

と
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
現
在
建
造
が
進

め
ら
れ
て
い
る
、
北
方
四
島
交
流
事
業
（
い

わ
ゆ
る
「
ビ
ザ
な
し
交
流
事
業
」）
な
ど
に

使
用
す
る
船
舶
に
つ
い
て
、
船
名
を
一
般
公

募
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
主
催

　
（
独
）
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会

■
応
募
期
限

　

3
月
10
日
（
木
）
ま
で

　

※
当
日
消
印
有
効

■
応
募
資
格

　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す

※
た
だ
し
、応
募
名
称
が
採
用
さ
れ
た
場
合
、

　

氏
名
、
居
住
地
の
都
道
府
県
市
町
村
名
を

　

公
表
で
き
る
方
。

養
、
社
会
福
祉
、
教
養
基
礎
に
関
す
る
科
目

又
は
内
容
募
集

■
履
修
期
間
・
研
究
期
間

　

　
半
年
又
は
１
年
（
履
修
科
目
に
よ
る
）、

　

１
年
以
内
（
研
究
生
）

■
募
集
人
員

　
若
干
名

■
受
付
期
間

　

平
成
23
年
２
月
28
日
（
月
）
～
３
月
４
日

　
（
金
）　

※
当
日
消
印
有
効

■
選
考
日
時
（
科
目
等
履
修
生
）

　

　

平
成
23
年
３
月
11
日
（
金
）
午
前
10
時
～

　

会
津
大
学
短
期
大
学
部

■
選
考
方
法

　

書
類
審
査
及
び
面
接
（
科
目
等
履
修
生
）、

　

書
類
審
査
（
研
究
生
）

　

会
津
大
学
短
期
大
学
部 

事
務
室 

学
生
係

　
０
２
４
２
（
３
７
）
２
３
０
１

　http://w
w

w
.jc.u-aizu.ac.jp

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

２
月
18
日
（
金
）、
３
月
16
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　
ア

ア

ア

℡

℡℡

℡

問

問定

問

場心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

無
料
法
律
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

北
方
四
島
交
流
事
業
使
用
船
舶
の

　
　
　
　
　

船
名
募
集
の
お
知
ら
せ　

日

日

日

場

場

申

申

℡ 問
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地デジチューナー支援実施センター

http://www.chidejishien.jp

ナビダイヤル　0570-023724

地上デジタル放送視聴のための支援拡大について　その２

支援申込みの流れ

　先月号で、総務省による低所得世帯に対する地上デジタル放送視聴のための支援拡大（従来の

「ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯」に加えて、「市町村民税非課税世帯」も支援対象となる）につ

いてお知らせしましたが、今回は「市町村民税非課税世帯」の支援申込みの流れについてお知ら

せします。

≪問い合わせ　総合政策課 TEL0241-62-6210　または　健康福祉課 TEL0241-62-6170 ≫

▲申込書が入った封筒

▲パンフレット

▲申込案内

▲申込案内

▲記入例

▲返信用封筒

▲返信用封筒

▲申込書

▲申込書

１

３

２

４

５ ＮＨＫと放送受信契約を結んでいない場合は、速やかに放送受信契約の手続きを行ってく
ださい。（既にＮＨＫと放送受信契約を結んでいる場合は不要です）

３ページの『支援の申込書』（きりとり）と
世帯員全員が記載された住民票の写しと
世帯全員分の市町村民税非課税証明書※2

を返信用封筒に入れてポストに投函してください。
※2  平成３年４月２日以降に生まれた方の分は不要です。

申告等をしていない方で市町村民税非課税証明書が発行
されない方は支援を受けることができません。

支援申込書の
１ページの『支援の申込案内』を確認し、
２ページの『記入例』を参考にして
３ページの『支援の申込書』にご記入ください。

封筒の中の書類を確認してください。
（パンフレット、申込案内、返信用封筒）

支援の申込書が入った封筒※1と世帯員全員が
記載された住民票の写し、世帯全員分の
市町村民税非課税証明書を用意してください。
※1  本庁健康福祉課および各総合支所住民課にあります。

電話やインターネットで総務省 地デジチューナー支援
実施センターからもお取り寄せできます。
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「結」協定サポーター募集中！

第２次総合振興計画町民懇談会開催
　多数の御参加ありがとうございました

みんなでつくろう

 町
の 総 合 振 興 計 画

vol. ４ 　第２次南会津町総合振興計画素案内容に関する町民懇
談会を、平成２３年１月１７日から２１日まで、田島・
舘岩・伊南・南郷の各地域で開催させていただいたとこ
ろ、４日間で１１５名の方に参加していただきました。
　町民懇談会では、町民の皆さんから、総合振興計画素
案内容に関するご意見をはじめ、町政全般に関するもの
など、様々な視点からのご意見を頂戴することができ、
大変有意義な懇談会となりました。なお、皆さまから頂
いたご意見を参考に、第２次南会津町総合振興計画素案
内容の最終調整を行ってまいります。
　最後に、町民懇談会に参加くださった皆さんに心より
感謝申し上げます。ありがとうございました。

　南会津町と泉崎村は「結」協定を締結しています。
　そこで、両町村を応援するサポーターを募集しており、南会津町でサポーターになって
いただいた方には、泉崎村の優待制度の付いた「結」カードを発行しています。
　この優待制度を活用していただき、泉崎村の魅力を発見してください。

１、ログハウス宿泊料金の割引

　○泉崎カントリーヴィレッジ　( １泊２食付割引後料金)
　　　大　人　６，９７５円（入湯税・消費税込）
　　　中学生　６，４５０円（入湯税・消費税込）
　　　小学生　５，９８５円（入湯税無料・消費税込）

２、ゴルフ場利用料金の割引

　○ラフォーレ白河ゴルフコース（割引後料金）
　　　セルフプレー　平　　日　　５，９００円 １泊１R・朝食付　平　　日　　　９，６００円　
　　　　　　　　　　日・祝日　　８，５００円 日・祝日　　１２，３００円　
　　　　　　　　　　土・特定日　９，０００円 土・特定日　１２，８００円　

３、ランドセル料金の割引

　○株式会社榮伸福島工場　ランドセル料金４０％割引（イベント時は半額）

４、商店利用割引

　○小林清次郎商店、らーめん  げんき屋、やきとり  かず、お食事処  みちくさ、鮪芳、
　　㈲うお政、くるま食堂、木挽、辺見時計店

※利用方法

　・入場券、チケット購入時に「結カード」を提示してください。

　・宿泊割引を利用される場合は、予約時に「結カード」割引である旨申し出ていただき、チェッ

　　クイン時に「結カード」を提示してください。

　・他のサービス券等との併用はできません

　　　　　　≪問合せ・申込み先：本庁商工観光課観光交流係　TEL ０２４１－６２－６２００≫

南郷地域での懇談会の様子

◇「結カード」優待制度 ◇ 「結」カード

サポーター　No.1

　南会津 太郎　様

「結」カードイメージ
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日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

２月１７日 木 １ 歳 児 健 康 相 談 13：30 ～ 13：45
保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平成22年1月～ 2月生まれ

（ 田 島 地 域 の お 子 さ ん ）

	２月２２日 火
乳 幼 児 健 康 相 談

（舘岩･伊南･南郷地域）
9：30 ～ 9：45 伊 南 会 館

平成21年12月～平成22年2月生まれ

平 成22年 ６ 月 ～ ８ 月 生 ま れ

(舘岩･伊南･南郷地域のお子さん)

	３月　１日 火 乳 幼 児 健 康 相 談 13：30 ～ 13：45
保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平成22年7月～ 8月生まれ

（田島地域のお子さん）

◆乳幼児健康診査

※地域の指定のないものは全地域対象です。

◆乳幼児健康相談

２･ ３月の健診（検診）のご案内

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

２月１６日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45
保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平 成 22 年 10 月 生 ま れ	

２月２３日 水 ３歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平 成 19 年 ８ 月 生 ま れ

	２月２５日 金
２歳児歯科健康診査
（舘岩･伊南･南郷地域）

12：30 ～ 13：00 伊 南 会 館
平成20年10月～平成21年3月生まれ

(舘岩･伊南･南郷地域のお子さん)

	３月　２日 水 1歳6か月児健康診査 12：30 ～ 13：00

保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平成 21 年 8月～9月生まれ	

	３月　３日 木
２歳児歯科健康診査
（ 田 島 地 域 ）

12：30 ～ 13：00
平成21年2月～3月生まれ
(田 島 地 域 の お 子 さ ん)

	３月　９日 水 ３歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成19年9月～ 10月生まれ

	３月１６日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平 成 22 年 11 月 生 ま れ

※日程が変更になることがあります。通知をご確認下さい。

　県内の医療機関からのインフルエンザ患者報
告数が、注意報レベルに達しました。
　今後、患者数のさらなる増加が予想されます
ので、感染防止拡大のため、以下のご注意とご
協力をお願いいたします。

①すべての年齢の方に注意が必要です。　

　今年は、季節性インフルエンザ及び新型イン
フルエンザどちらのウイルスも検出されていま
す。季節性インフルエンザは高齢者が重症化し
やすい傾向がある一方で、新型インフルエンザ
は、子どもや成人を含め広い年齢層で重症化す
る場合があります。したがって、今シーズンは
全ての年齢の方がインフルエンザへの注意が必
要です。

②昨シーズンに流行した新型インフルエン

ザは、乳幼児の抗体獲得率が低く、今シ

ーズンも引き続き、警戒が必要です。　

　季節性インフルエンザの流行により、例年以
上に小児、特に乳幼児のインフルエンザ脳症の
発生が心配されます。お子さんが、インフルエ
ンザにかかった場合には、意識障害、呼吸困難、
脱水症状などのインフルエンザ脳症の症状に気
をつけ、定期的に状態を見守りましょう。

③日常生活でも次の点にご注意ください。

☆体調管理に努めましょう！
　インフルエンザは、身体の抵抗力が落ちると発症
しやすくなります。日頃から十分な睡眠、バランス
の良い食事、適度な運動を心がけましょう。体調の
すぐれないときは、無理せず休養してください。

☆こまめに手洗い・うがいをしましょう！
　外出後、感染者がさわる可能性の高いドアノブ・
手すり等を触った後には、手洗いが予防に有効です。

☆せきエチケットを守りましょう！
　発熱・せきなどのインフルエンザの様な症状が出
た場合には、早めにマスクを着用し、他の人への感
染拡大防止に努めましょう。

※　今後、さらなる流行拡大が想定されますので、イ

ンフルエンザワクチンの接種が済んでいない方は、

早めの接種をおすすめします

インフルエンザの症状が出た場合は・・・　

１、受診するときは、かかりつけ医や身近な医療機
関に、診療時間等を事前に電話で確認した上で
受診しましょう。

２、受診するときは、必ずマスクを着用しましょう。
３、無理せず、ゆっくり休養しましょう。
４、周りの人へ感染させる可能性がある期間（熱が

下がってから２日間まで）は、外出しないよう
に心がけましょう。

インフルエンザの感染に注意！
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２、３月の日曜当番医

  ２月１３日	あべクリニック	 TEL	0241-62-8733

　　　２０日	みなみあいづ眼科	 TEL	0241-62-3011

　　　２７日	きむらクリニック	 TEL	0241-62-5576

  ３月　　６日	佐藤医院 ( 下郷町 )	 TEL	0241-67-2134

　　　１３日	高橋医院	 TEL	0241-62-0040

　　　２０日	芳賀医院 ( 下郷町 )	 TEL	0241-67-2128

　　　２７日	長谷川医院	 TEL	0241-62-0032

　※	午前中のみの診察ですのでご注意ください

　アルコール依存症という病気は、正しく理解することで回復が可能です。
　アルコール依存症で苦しんでいる方、またはその御家族の方、一緒に相談しな
がら歩んでいきませんか。
　下記のとおり毎月２回活動していますので、ぜひ一度、御参加ください。

 ※ＡＡ＝アルコホーリクス・アノニマス（無名のアルコール依存症者たち）

　　日　時：毎月第１・第３日曜日　午後２時～午後３時

　　場　所：南会津町福祉ホール（南会津町社会福祉協議会）

　　問合せ：東北セントラルオフィス（ＴＳＯ）

　　　　　　TEL ０２２－２７６－５２１０

保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241－62－6180

　　舘岩総合支所住民課　　℡ 0241－78－3325

　　伊南総合支所住民課　　℡ 0241－76－7713

　　南郷総合支所住民課　　℡ 0241－72－2225

このコーナーでは、３歳６か月児健診で虫歯の

なかったお子さんを紹介します。

今月は６人のおともだちがむし歯ゼロでした！

おめでとうございます。

みんなで目指そう、むし歯ゼロ！

むし歯ゼロで元気な笑顔

星　海
か い と

斗くん

（田島）

湯田 心
ここみち

道くん

（田島）

阿久津日
ひ よ り

陽ちゃん

（舘岩）

水野 未
み め

芽ちゃん

（舘岩）

小椋　陸
りく

くん

（舘岩）

渡部 悠
は る と

斗くん

（田島）

ＡＡ南会津グループ

小児救急電話相談 をご存知ですか？

子どもの急な発熱にどう対処したらいい

かわからないなど、夜間の子どもの急病

で困ったときは、

短縮ダイヤル ＃８０００

に電話してください。小児科医師や看護

師が相談に応じてくれます。

午後７時から翌朝８時まで年中無休で対

応してくれます。
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２・３月のイベント

町民手づくり公演『南会津吹奏楽フェスティバル』　

■日     時　３月６日（日）

１３：００開演（１２：３０開場）　

■入 場 料　無料　 全席自由

■主 催　南会津文化ホール運営委員会・南会津町教育委員会

■問 い 合 わ せ　御蔵入交流館文化ホール　　℡０２４１- ６２- ６３１１

田島保育園 生活発表会　～夢～　子どもたちの未来を見つめて

■日     時　２月２６日（土）

９：３０開演（９：００開場）

　　　　　　　　第１部　せいかつ　　　第２部　おんがく　　　第３部　たいそう

■入 場 料　無料　 全席自由

■主催・問合せ　田島保育園　　℡０２４１- ６２- １０４６

コミュニティ助成事業で

伝統芸能の継承と世代間交流による地域活性化

　道城地区は、平成20年度に道城地区活性化計画を

策定し、子どもから高齢者まで一丸となって活発に地

域活動を行っています。昨年度は、荒れ地を再生して、

池や小川を造成し、その周辺にアヤメや花菖蒲などを

植栽して「道場組・憩いの広場」を整備しました。

　本年度は、伝統芸能の「笠踊り」や「三番叟」を後

世に伝え残していくとともに、世代を超えた住民相互

の交流を深めながら集落を盛り上げていこうと、コミ

ュニティ助成事業により、音響機器、発電機、太鼓、

法
は っ ぴ

被、イベント用机・イスを整備し、１月２３日の伝

統行事「おんべ（歳の神）」において披露されました。

　今後、整備した備品を活用し、道場組・憩いの広場

での「あやめまつり」の開催や伊南川古町温泉あゆま

つり等での伝統芸能の披露などを行いながら、後継者

の育成と、さらなるコミュニティ活動の充実を図って

いきます。

　1月8日、御蔵入交流館で、第6回目となるコンサート『ベヒシュ
タインを弾こう！ 2011 in 御蔵入交流館』が開催されました。
　御蔵入交流館の文化ホールに設置された世界3大ピアノの1つと
言われる「ベヒシュタイン」のピアノを町内の子どもたちに弾いて
もらおうと毎年学校をとおし参加者を募集し実施しています。
　この日はピアノや歌など、約50曲が披露されました。ピアノは
NHK 朝の連続テレビ小説「ゲゲゲの女房」の主題歌、いきものが
たりの「ありがとう」で幕を開け、後半は一人では表現できない連
弾の賑やかな音でも訪れた人を楽しませました。
　また、今年で部活動が最後となる、田島小学校合唱部がゲストで
出演し、すてきなハーモニーを響かせました。
　若き音楽家を育てる会では来年も開催する計画だそうです。

伝統行事「おんべ」で披露された法被や笠

ベヒシュタインを弾こう！ 2011 in 御蔵入交流館
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日 月 火 水 木 金 土

１ 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28

日 月 火 水 木 金 土

１ 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

新着本紹介のご案内

【児童図書】

幸福と不幸　　　　　　ブリジット　ラベ∥著

氷と霧の国トゥーレ　　　　池田　美代子∥作

ぼくらの最後の聖戦　　　　　　宗田　理∥作

ルルとララのわくわくクレープ

　　　　　　　　　　　あんびる　やすこ∥作・絵

はっぴぃさん　　　　　　　　荒井　良二∥作

アンネの木

　　　　　イレーヌ　コーエン＝ジャンカ∥作

おにはそと　　　　　　　　せな　けいこ∥作・絵

どうして十二支にネコ年はないの？

　　　　　　　　　　　ドリス　オーゲル∥文

【一般図書】

人間小村寿太郎　　　　　　　　木村　勝美∥著

ちっちゃいけど、世界一誇りにしたい会社

　　　　　　　　　　　　　　　坂本　光司∥著

おしゃれなタッセル＆巻き玉　カナダ　恵子∥著

私の作る郷土料理　　　　ふるさとごはん会∥編

ゴジラと日の丸　　　　　　　　片山　杜秀∥著

男嫌いの姉と妹　　　　　　　　佐藤　雅美∥著

白いしるし　　　　　　　　　　西　加奈子∥著

３６５２　　　　　　　　　　伊坂　幸太郎∥著

天使の報酬　　　　　　　　　　真保　裕一∥著

秘密のスイーツ　　　　　　　　林　真理子∥著

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00
検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

■予約サービス

■リクエストサービス

　読みたい資料が貸出中のときは、『予約』ができます。
カウンターで簡単にお申込みできます。借りられるよ
うになったらご連絡いたします。また、インターネッ
トから資料の予約をすることができます。

　図書館にない資料が読みたいときは、『リクエスト』
してください。
　新しく購入したり、他の図書館から取り寄せるなど
の方法で、資料を借りることができます。

　くわしくは図書館までお問い合わせください。　

　　　　　　　　　南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

ご存知ですか図書館のサービス

  ３月の休館日

  ２月の休館日

　墨絵の世界は心を癒す誰でもできる世界です。
生活の中にふと見つけた花、動物、自然界を深く
見つめてみましょう。
　毎日の生活に喜びと活気があふれ、心の充実が
得られることでしょう。そして一心に努力する事
は私達に喜びを与えてくれるものです。
　田島水墨画愛好会は長い歴史があり、田島の書
道家達が設立したのだと聞いております。
　先輩達の後を受け継いで頑張っている現在の会
員は10数人になってしまいました。
　私達は、この歴史ある伝統を南会津からなくし
てはならないと今研修を続けております。
少しでも関心のある方、大いに関心のある方は、
是非一度覗いてみてください。

1.研修会
　4月から平成23年度の研修会が始まります。
　毎月一回 第2土曜日 午前10時～午後3時 
　福祉ホール(予定)

文化団体の紹介⑩

小学校での水墨画の指導の様子

2.展示会
　田島文化祭に発表、ほか県立病院・銀行等
※現在、田島小学校・荒海小学校児童が基本を　

　勉強中です。(昨年文化祭に初出品)

◆連絡先
　会　長　　渡部　 一　℡0241-62-1601
　事務局　　芳賀　章　　℡0241-62-1589

田島水墨画愛好会
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泉崎村より、こんにちは

　vol．23

みんなで伸ばそう健康寿命！

～泉崎南東北公開講座～

　広く募集しますので、南会津町の皆さんも、興味のある方はぜひ参
加してください。多数の参加をお待ちしています。

ふれあい懇談会「ようこそ町長室へ」

今回は、下記日程で実施いたしますのでお気軽にお申込みください。

■実施日時と場所

　２月２１日（月）１０：００～１２：００　伊南総合支所

　２月２１日（月）１４：００～１６：００　本庁

■申込み・問合せ先（事前申し込みが必要です）

　午前実施分	･･･	伊南総合支所振興課企画観光係

		TEL ０２４１ー７６ー７７１５

　午後実施分	･･･	本庁総合政策課広報情報係

		TEL ０２４１ー６２ー６２１０

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
み
な
み
あ
い
づ
１
月
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

23
ペ
ー
ジ
（
誕
生
お
め
で
と
う
の
コ
ー
ナ
ー
の

　
　
　
　
　
大
竹
香
凛
ち
ゃ
ん
の
地
区
名
）

　
　
　
　
　
　
誤 

　
　
高

　
野

　
　
　
　
　
　
　

正 

　
　
糸

　
沢

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
訂
正
し
、
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

■日時　２月１９日（土）１４：００～１５：３０（開場１３：３０）

■場所　泉崎村保健福祉総合センター　集団健診室

■内容

　講演１：「白内障と網膜硝子体の最前線」	

　　　　　講師　南東北眼科クリニック副院長　眼科　小林奈美江　先生	

　講演 2：「訪問看護でできること」	

　　　　　講師　泉崎南東北訪問看護ステーション看護師　小針陽子　先生

■問合せ　泉崎南東北リハビリテーション・ケアセンター

　　　　　〒 969-0101	福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字山ヶ入 56	

　　　　　TEL:0248-53-2415 ／ FAX:0248-53-2533

　

１
月
26
日
は
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画

が
焼
損
し
た
日
（
昭
和
24
年
）
に
あ

た
る
た
め
、
こ
の
日
を
『
文
化
財
防

火
デ
ー
』
と
定
め
、
毎
年
、
全
国
的

に
文
化
財
防
火
運
動
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
文
化
財
愛
護
思
想
及

び
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
・
防
災
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
各
地
域
に
お

い
て
、
文
化
財
防
火
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

伊
南
地
域
で
は
、
１
月
24
日
に
青

柳
地
区
の
奥
会
津
博
物
館
伊
南
館
に

お
い
て
、
伊
南
支
団
が
防
火
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
残
す
べ

く
、
団
員
た
ち
は
雪
の
舞
う
厳
し
い

寒
さ
の
中
、
本
番
さ
な
が
ら
に
訓
練

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

文
化
財
防
火
訓
練
実
施
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会
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冬
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度
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薇
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手
書
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賀
状
胸
に
止
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湯
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七
峰

　
元
旦
の
一
人
ぼ
っ
ち
の
馳
走
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な

　
　
　
　
小
寺
よ
志
を
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南
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会
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南
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域
）

　
赤
札
も
夕
昏
の
町
の
年
の
市

　
　
　
　
　
　
忠

　
子

　
人
波
を
ぬ
ふ
て
第
九
の
流
れ
ゆ
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ミ

　
エ

　

　
七
十
の
坂
穏
や
か
に
年
明
く
る

　
　
　
　
　
　
良

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　
賀
状
に
も
目
出
度
き
松
を
書
き
添
え
て

　
　
五
十
嵐
ト
メ
子

　
孫
の
婚
招
待
状
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星

　
美
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子

　
裸
木
の
根
を
張
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河
原
田
光
子

まちの文芸
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南会津雪ウォーク　2011.1.29

豚汁を振る舞う古今、糸沢の婦人会の方々奥会津博物館で豚汁を食べる参加者

思い思いのペースで雪の上を歩く参加者

ちょっと休憩・・・

小さな子ども連れの参加も目立った

山村道場を一斉にスタートする参加者

　山村道場、奥会津博物館周辺で「南会津雪ウォーク」が
開催され、町内外から約 240 名が参加して、南会津の自
然を満喫しました。
　当日は、天候にも恵まれ、参加者は一般部門と自然散策
部門にわかれて、思い思いのペースで３．５キロの雪上散
策を楽しみました。
　ゴール後は、古今、糸沢区の婦人会の方々が作った豚汁
や甘酒が振る舞われ、参加者はおいしそうに食べたり飲ん
だりし、冷えた体を体の中からあたためていました。
　また、豚汁のほかにも、コース途中の休憩所でのあめや
ジュースの配付、駐車場の誘導など、荒海地区の住民の方々
の活躍が随所に見られました。


